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広島県労働組合総連合 

草の根わらわら 

▲集会の最後に350名で団結ガンバロウ 
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▲福山統一メーデー 

▲尾三地域メーデー 

▲呉地区メーデー 

▲県北地域メーデー 

第９６回メーデー ５月１日 県内各地域で集会 



広島県労連 (2) 

 全教広島第40回定期大会は、オンライン併用で５

月17日（土）、広島ロードビルで開催されました。大

会には支部・専門部選出の代議員など56名（会場、

オンラインとも28名）が参加しました。執行部から

は、「給特法等改定案の廃案を」「職場、地域での要

求実現へむけた共同を広げよう」「共済加入者を組合

加入へ」「被爆80年、平和教育の再構築を」などの提

案がありました。討論では14名が発言。貧困な教育

施策の下で多忙や困

難に直面しながら

も、その打開に向け

た運動に踏み出す決

意や、地道な同僚と

の共同、教育実践な

どが語られました。 

№424 

 ヒロシマ憲法集会が５月３

日開催され、オンライン含め

て550人が参加。講演で京都

大学人文科学研究所教授の

藤原辰史さんは、農業技術の発展によって毒ガスな

どが生まれ、より悲惨な戦争に突き進んだとし、食

や暮らしの延長線上に『戦争へつながる仕組み』が

あると指摘されました。講演後、「市民の共同の輪

を広げ、７月の参院

選挙で憲法破壊など

の政治を変えて、平和

のうちに安心して生

活できる社会をめざ

す」とのアピールを採

択しました。 

5.3憲法集会 

5月12日の「看護の日」に合わせて、

5月10日、春のナースウエーブ行動が

取り組まれました。集まったのは7組

織38名。白衣に着替え10時から県庁

前で、横断幕や現場から寄せられた一

言メッセージを持ち寄り、各組織から

代表者6名が次々にマイクを握り、現

場で直面している厳しく深刻な実態や看護に対する思いをそれぞれの

言葉で訴えました。通行人からは「親族が医

療関係者です。人員不足で大変だと聞いてい

ます。署名くらいしなきゃという気持ちにな

りました」や「前に市民病院に入院した時、

看護師さんたちにはすごくよくしてもらいま

した。応援しています」など、署名とともに

温かいは励ましの言葉をいただきました。 

広島県医労連25春のナースウエーブ開催 全教広島第40回定期大会 
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▲三次市議会副議長へ要請書を渡す神部泰議長(中)、 
 医労連の富永みち子さん(右) 

医療、教育、最賃、 
くらし、地域を守れ 

広島県労連自治体キャラバン 
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▲Tシャツやトートバックも完成 

▲ハラスメント事例で意見交流 

▲大会での採決 

▲参加者全員で（広島県庁前） 

▲550人が参加した憲法集会 

６月７日（全体会）（13:00 － 17:00） 

 会場：広島アステールプラザ 中ホール 

◆オープニング 

 〇広島のうたごえ 国鉄広島ナッパーズ 

◆記念講演 

  竹信三恵子さん（ジャーナリスト） 

  『さらに広がる非正規の働き方を 

            どう考えるか？』 

◆平和の証言と訴え 

 〇被爆の証言 山田寿美子さん 

      （広島県被団協 副理事長） 

 〇『ノーベル平和賞とこれからの運動』 

  佐久間邦彦さん（広島県被団協理事長） 

◆パレード 平和公園噴水前～原爆ドーム 

◆原爆ドームスタンディング行動 

６月８日（日）分科会（9:30 － 12:00） 

 広島国際会議場・広島文化交流会館 

非正規全国交流集会広島 
６月７日（土）～６月８日（日） 


